
大阪市地域振興会50周年 大阪市赤十字奉仕団75周年

　区名の由来は、「日の出ずる東部」を意味するとともに、文
字通り「旭日昇天」の勢いで将来の発展が約束されるという
ところから名付けられました。
旭区は大阪市の東北部に位置し、北に淀川を望み、西に城
東貨物船、東は守口市に接しています。区内には、市内でも
有名な千林商店街があり、大阪メトロ谷町線、今里筋線や京
阪電鉄など三線があり、都心に直結する交通網があり便利
で住みやすい環境にあります。
　また、淀川河川敷に隣接する城北公園は昭和９年に開設
され、園内の菖蒲園は本格的な
回遊式菖蒲園で多くの市民に
親しまれています。

　人口約90,000人、６５歳以上の人口は全２４区の中でも
上位にあり、６５歳以上の世帯人員の割合において約４４％
が単身世帯です。
　一方、出生率は大阪市平均と同率ですが、合計特殊出生
率は大阪市平均を上回っています。
　区のマスコットキャラクターは花菖蒲から「しょうぶちゃ
ん」淀川に住むイタセンパラから「パラッチ」があり区民から
愛されています。

旭区地域振興会

DATA旭区
●面　積／6.32km2 
●世　帯／48,398世帯
●人　口／90,722人

●男　性／43,378人
●女　性／47,344人

●区の花／ハナショウブ
　昭和39年5月城北公園内に開園した関西初の回遊式の花菖蒲園には、花菖蒲の名所と
   して知名度が高く、区民はもちろん遠方からも大勢の人々が訪れます。（2025年9月1日現在）

　令和４年に旭区制９０周年を迎え、各連合振興町
会長が実行委員会委員となり、「旭区制９０周年記念
事業」を実施いたしました。
　記念に「旭区地域史」を作成し、令和４年１２月４日
に「旭区制９０周年記念式典」を開催するなど、より一
層、各連合振興町会が連携を強め、９３年目を迎えた
現在、ますます地域の祭りやイベント、防災の取り組
みなどを活発におこない、まちの活性化を進めてい
ます。

■旭区制９０周年記念事業

　近年、頻発する大規模災害に備え、各連合振興町会が中心と
なり、自主防災組織を立ち上げ、地域一体型防災訓練や、避難所
開設運営訓練などをおこなっています。
　訓練の回を重ねるごとに、地域企業や福祉施設等との連携に
つながっています。
　また、このような取り組みを旭区社会福祉施設連絡会勉強会
でも発信し、地域連携の強化をおこなっています。

■災害に備えた取り組み

　地域振興会・同女性部も協賛団体となり、まつり会場の各ブー
スに個性豊かな店を出し、より地域住民に身近に感じてもらえる
団体として周知を図り、９月の残暑厳しい日差しの中、お互いに
楽しみながら、まつりを大いに盛り上げました。
　また、楽しみだけではなく各ブースには募金箱を設置し、「令和
６年能登半島地震災害義援金」への寄付を通じて社会貢献も図
る活動をおこないました。
　まつりの最後には、恒例となっている「民謡総踊り」を、来場さ
れた皆様と一緒に踊り、来年の再開を約して一致団結した時を
過ごしました。

■旭区民まつり

■区の状況

旭区イタセンパラ
マスコットキャラクター
「パラッチ」

旭区マスコット
キャラクター
「しょうぶちゃん」

旭区５０年の歩み
　戦後２４年２月に日本赤十字社事業への協力と地域社会の福祉増進を目的に、赤十字奉仕団として結成されま
した。当時は、９連合１００分団（現町会）で構成され、幅広い活動を展開し、活動しました。しかし、社会情勢の変化
にともない、活動内容も多様化すると同時に新たなコミュニティづくりが求められ、担う組織として昭和５０年６月
に「旭区地域振興会」が設立されました。現在は、１０連合１３５町会（令和７年４月現在）から成り、コミュニティ活動
や防災・防犯、交通安全運動などの活動に積極的に取り組んでいます。
　現在も町会加入率が６９％と高く、加入率に表れている通り、地域に必要とされる無くてはならない団体となっ
ています。
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